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平成２５年度 長崎県立波佐見高等学校 教職員 アンケート 後期
○評価基準

４・３・２・１の段階評価で実施します。その目安は，下記のとおりです。

十分達成されている

４ ・目標に対して具体的方策が順調に進行しており，当初の成果が得られていると判断される状態。
・具体的方策を実施中であり，漸次その成果を検証しつつある状態。

おおむね達成されている

３ ・改善に向けて共通理解を持ち，具体的方策の実行に着手しつつある状態。
・改善の必要性に対して理解があり，具体的方策に対して取り組もうとしている状態。

どちらかというと達成されていない

２ ・改善の方向性は持っているが，共通理解が十分ではなく全体として停滞が目につく状態。
・改善の方向性を探っている状態。

ほとんど達成されていない

１ ・問題意識を持ってはいるが，手つかずの状態。
・現状に満足し，問題意識にまで考えが及んでいない状態。

【評価分野】１ 学校経営

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

前 後 後
期 期 期

（１） 教育方針 教育方針・努力目 １ 教育方針・努力目標を明確に打ち出し、 ３.３ ３.１ ３.１ ・スローガン『チーム波
努力目標 標が明確に示され、 教職員が常に意識して教育活動を実践する。 佐見～友情を育み・仲間

教職員間の相互理 を支え・良き伝統をつな
解のもとに、教育 ２ 目標達成の中途評価を行い、その後の教 ３.０ ３.１ ３.０ ぐ～』を掲げ、「規範意識
活動を行う。 育活動に生かす。 の向上」「わかる授業の実

施」「キャリア教育と陶芸
２）学年経営 学校の教育方針・ ３ 学年目標の教員・生徒への浸透を図り、 ３.１ ２.７ ２.７ 教育の推進」「部活動の活

努力目標に沿った その目標達成のための教育活動を展開する。 性化」を柱に据えて、一
学年目標による経 芸教育に取り組んだ。
営を行う。 ・１年は高校生活への早

期の適応、２年は進路意
３）学級経営 学年目標に沿った ４ 学年目標に沿って学級の実態に応じた学 ３.０ ２.８ ２.７ 識の向上、３年は希望進

学級経営を行う。 級目標を設定し，学級経営を行う。 路の実現に努めた。

【評価分野】２ 重点課題

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

前 後 後
期 期 期

服装容儀・通学マ ５ 容儀指導は、保護者と連携して組織的・ ３.１ ２.８ ２.８ ・来年度入学生からｽﾀｲﾘｯ
(１）社会に通 ナー・清掃活動な 計画的に粘り強く取り組む。「○○週間」な ｼｭで多機能、ﾘｰｽﾞﾅﾌﾞﾙな

用する規範 ど基本的な生活態 ど重点指導期間を設けて改善を図る。 制服を導入する。ｵﾌﾟｼｮﾝ
意識の向上 度を確立する。 ６ グリーンカードを効果的に活用する。 ２.９ ２.４ 新項目 の女子ｽﾗｯｸｽは、厳冬期の

７ 外部からの苦情には迅速適切に対応する。３.４ ３.４ 新項目 通学生の健康と安全に配
８ 現場指導により、清掃活動の徹底を図る。２.８ ２.８ ２.７ 慮した。在校生も購入可。

わかる授業の展開 ９ 生徒個々の学力や適性を把握し、分かる ３.０ ３.２ ２.９ ・授業規律の確立に取り
(２）学習指導 と生徒の学習目標 授業を展開する。 組んだ。毎日の授業を大

の充実と進 の明確化。志望進 10 課題・小テストの処理は迅速にし、生徒 ３.０ ３.１ ３.１ 切にすること、日々の学
路実績の向 路の確実な実現を が確実に仕上げるまで粘り強く指導する。 習の積み上げが希望進路
上 目指す。 11 模試・検定等で数値目標を掲げ、その達 ２.９ ２.８ ２.８ の実現につながることを

成に向けて計画的・組織的に取り組む。 機会を捉え指導した。

本校教育の特色を 12 作品展に積極的に参加し、実績を積み重 ３.５ ３.５ ３.５ ・高美展、県展や卒業制
(３）陶芸デザ 生かし、陶芸教育 ねることで魅力ある芸術教育活動の実践に 作展等において優れた作

インコース を通じて心豊かな 努める。 品を出品・展示して高い
の充実 生徒・工芸デザイ 13 陶芸教育の教育内容や県展などの入選結 ３.６ ３.７ ３.６ 評価を得て、入賞者も多

ンに秀でた人材を 果をＨＰ等を通して広報する。 く出した。ｾﾝﾄﾋﾙ長崎｢秋
育成する。 14 来年度に新設する「美術・工芸科」の準 ３.６ ３.７ 新項目 の収穫祭｣のｺﾗﾎﾞ企画で陶

備を円滑に進め、その広報に尽力する。 磁器ｶｯﾌﾟを提供した。

生徒の発達段階や 15 緊密かつ定期的な情報交換により、教育 ３.３ ３.４ ３.２ ・新入生については、入
(４）心の教育 多様な個性に応じ 相談体制の充実を図る。 学前に情報を収集して職

の充実 た、優しさ、耐え 16 外部講師による事前研究等研修を行い、 ３.２ ３.３ ３.０ 員間で共有し、共通理解
る力、他人を思い 問題を抱えた生徒への対応力の向上を図る。 を持ち、ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰや保
やる心を育てる。 17 地域の人材を活用した講演や人生の達人 ３.０ ３.２ ２.９ 護者とも連携を図りなが

セミナーを開催して、他者を思いやり、命 ら、生徒・親へのｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ
を大切にする態度の育成を図る。 や相談活動を行って教育

支援を行った。
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【評価分野】２ 重点課題

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

前 後 後
期 期 期

業務の効率化を推 18 行事や業務の見直しや改善を通して、業 ２.８ ２.８ ２.９ ・特定の部活動顧問の勤
(５）その他 進し、職員相互の 務の効率化と縮減を図る。 務時間が長い。また学級

連帯向上を目指 担任と分掌主任、学年主
す。 19 業務が個人に集中しないよう平準化を図 ２.６ ２.７ ２.７ 任の負担が大きい。業務

り、併せて分掌、学年、教科で協力・支援 平準化のためには副担任、
体制を構築する。 副主任のｻﾎﾟｰﾄが必要。

【評価分野】３ 教育活動

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

前 後 後
期 期 期

（１）教育課程 学習指導要領の趣 20 普通科・商業科・美術・工芸科（陶芸デザ ３.２ ３.2 ３.0 ・学科の特性と特色を生か
の編成 旨を生かし、特色 インコース）の教育目標実現に向けて、特色 して進路実現につながる教

ある教育課程を編 ある教育課程を編成する。 育課程編成が必要である。
成する。 新入生は進学ｸﾗｽを設けて

早期に指導をｽﾀｰﾄする。

（２）教科指導 生徒の実態に応じ 21 学習の習慣を身に付けさせ、基礎学力の定 ２.５ ２.７ ２.４ ・基礎学力の定着を目指し
た指導方法の研究 着・向上を図る。 自主教材やﾌﾟﾘﾝﾄを活用し
・実践がなされて て「分かる授業」を展開し
いる。 22 生徒の実態に応じた指導方法や指導形態を ２.８ ３.０ ２.９ ているが、家庭学習の習慣

研究するなど授業の創意工夫に努める。 化につながっていない。教
科ｼﾗﾊﾞｽは、今年度から新

教職員の共通理解 23 評価基準を担当教師間で検討し、定期考査 ３.２ ３.０ ３.０ 様式に変更して作成負担を
のもとに生徒に適 以外の観点も評価に加味し、生徒の多面的 軽減し、活用度を高めた。
切な評価を行う。 な能力を多角的に評価する。 日々の授業が全てである。

（３）陶芸教育 全校生徒に陶芸教 24 陶芸教育をとおして、創造性や感性を養う ３.３ ３.３ ３.２ ・国の施策変更で予算が付
育を行い、陶芸教 と共に、地域の歴史や産業等に興味を抱か き、伝統工芸師を招いて２
育を特色ある教育 せ、社会的視野を広げ、認識を深める。 年生の陶芸教育（ろくろ体
活動の柱とする。 験）を実施した。

（４）総合的な キャリア教育と地 25 インターンシップを効果的に計画・実施し ３.２ ３.３ ２.９ ・1、2年全員参加のｲﾝﾀｰﾝｼ
学習の時間 域の特性を生かし て、進路意識を高め、進路実現につなげる。 ｯﾌﾟとﾊｳｽﾃﾝﾎﾞｽ長期ｲﾝﾀｰﾝｼｯ

た陶芸教育を柱と 26 学年別に陶芸教育を計画的に行い、地域の ２.９ ３.４ 新項目 ﾌﾟが成果をあげた。究理倶
して取り組む。 陶芸に係る文化・産業の理解を深める。 楽部が活動を行った。

（５）特別活動 教育目標に沿った 27 年間計画に基づいて、事前準備を十分に行 ２.８ ２.８ ２.６ ・LHRは年間指導計画に基
ホームルーム活動 い、活発な HR活動を展開する。 づき、学年・学科・コース
の年間計画を立て、 毎に指導を行っている。
活発な活動を行う。 ・生徒会活動は、役員に企
生徒に自発的・自 28 生徒の自発性・自主性が発揮され、活発な ２.９ ２.７ ２.９ 画や運営を託し、自立した
主的な生徒会活動 生徒会活動を展開する。 自治活動を行えるよう意図
を活発に行わせる。 して指導した。実際に活動
生徒の実態に応じ 29 生徒の実態に合わせて、学校行事を効果的 ３.１ ３.０ ３.０ に携わった生徒は、達成感
た効果的な学校行 に実施する。 と自信を獲得して、学校生
事を行い、活動内 活を意欲的に送っている。
容も工夫する。

（６）生徒指導 職員共通理解のも 30 生徒心得を十分に理解させ、問題行動の未 ２.７ ２.７ ２.８ ・社会で通用する規範意識
進路指導 とに、あらゆる機 然防止及び事後指導に努める。 の向上を最重点目標に掲
教育相談 会を捉えて生活指 げ、生徒指導部を中心に、
図書視聴 導に取り組む。 学年が主体性を持ちつつ、
覚 系統的・計画的な 31 １年間あるいは３年間を見通した計画的な ２.８ ３.０ 新項目 全職員が一丸となって指導

進路指導を行う。 進路指導を組織的に行う。 の徹底を図った。
・ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟや進路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ

学校生活の充実と 32 学校不適応を起こしつつある生徒へ、保護 ３.０ ３.２ ３.１ の効果的な実施により、進
人格の陶冶を図り， 者との連携を図り、早めに対応・指導を行 路意識の向上に努めた。
適切な教育相談を い、状況の改善に努める。 ・年間２回(３年生は３回)
行う。 以上の面談の機会を設け、

進路についての情報提供と
学校図書等の活用 33 朝読書の時間を効果的に活用し、知識の拡 ２.９ ２.８ ２.９ 進路意識の深化を図った。
を通じて、豊かな 大、教養の深化、豊かな人間性の育成を図 ・朝の読書の時間に「ニュ
人間性を培う。 る。 ーモラル」を活用した。

（７）健康安全 健康で安全な生活 34 養護教諭・担任・分掌等の連携を密にし、 ３.１ ３.３ ３.１ ・分掌間、学年間、学級間
教育 を送るための指導 心身共に県高で健全な生徒の育成に努め との連絡は密にとられてお

を行う。 る。 り、必要な情報の共有化も
35 安全確保について生徒の意識を高めると共 ３.１ ３.２ ３.１ 図られ、諸問題に対しては
に校内の危機管理体制を整備する。 早めに適切に対応した。

（８）人権・同 人権尊重に関する 36 人権を尊重し、豊かな心を育むという視点 ３.０ ３.０ ２.７ ・いじめ防止の標語の募
和、平和 様々な課題を認識 で日常の教育活動を展開し、生徒が自ら人 集、表彰、掲示や保護者に
教育 させると共に解決 権課題を解決しようとする態度を養う。 よる校内放送により命を大

のための実践力を 切にする教育を推進して、
身に付けさせる。 人権意識の向上に努めた。

（９）部活動 部活動への参加を 37 積極的に部活動に参加させ、学習との両立 ２.８ ２.６ ２.８ 部活動に加入しない生徒
奨励し，活発な活 に努めさせる。 が増加傾向にある。特に女
動を行う。 子は体育部を敬遠する。
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【評価分野】４ 組織運営

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

前 後 後
期 期 期

（１）校務分掌 各自が役割を適切 38 前年度の各分掌・学年の課題を確認し、そ ３.１ ３.１ ３.１ ・前年度の各分掌の課題や
に果たし、組織的 の課題解決のために努力する。 反省点の引き継ぎを行い、
に仕事を遂行する。 同じ反省点が繰り返される

39 学校全体の校務を円滑に推進するために、 ３.１ ３.０ ２.９ ことがないように努めた。
学年や分掌間相互の連携を図る。 校務は円滑に遂行された。

（２）各種委員 目的に沿って適切 40 各委員会での話し合いの結果を、教育活動 ２.９ ２.９ ２.８ ・各種委員会の開催後の報
会 に委員会を運営し、 及び学校運営等に生かす。 告を、職員朝会や職員会議

教育効果を高める。 で行うように努めた。

（３）校内研修 計画的・組織的に 41 今日的な課題をはじめ、将来起こり得る問 ３.０ ２.９ ２.７ ・ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰと川棚特別支
授業研究等を行う。 題点等について積極的に研修を行う。 援学校の先生を講師に、特

別支援教育についての校内
42 研究授業の実施等で指導力の強化を図る。 ２.７ ３.０ ２.４ 研修会を2回開催して、職

員の共通理解を図った。

（４）現職教育 公的な研修に積極 43 教育センター等の公的な研修や研究大会に ２.７ ２.６ ２.４ ・教育ｾﾝﾀｰ主催の講座や各
的に参加する。 積極的に参加して、資質の向上に努める。 種研修会、大会への参加率

が低い。

【評価分野】５ 教育環境

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成果と課題

前 総 総
期 括 括

（１）学校環境 日々の清掃を行き 44 全校生徒・全教職員で積極的に清掃活動に ２.８ ２.７ ２.６ ・監督が付いていないと掃
の整備 届かせ美化意識を 取り組む。 除をしない。生徒個人に役

高める。 割を与える必要がある。

（２）施設設備 施設・設備の有効 45 施設・設備の充実を図ると共に、危険箇所 ３.０ ３.１ ３.１ ・学期毎、月毎の安全点検
の管理・ な活用を図り、安 の早期発見と補修に努める。 の実施により、不良箇所の
充実 全点検等の管理を 早期補修・営繕が適切にな

適切に行う。 された。

（３）情報イン パソコン等を使っ 46 パソコンによる校務処理を積極的に推進 ３.１ ３.３ ３.３ ・校務事務支援システムと
フラの整 た校務処理を適切 し、校務事務支援システム及び長崎県教育 NEWSは円滑に運用されてい
備・充実 に行う。 情報ネットワークを効果的に運用する。 る。指紋認証はﾄﾗﾌﾞﾙなし。

（４）地球温暖 学校を挙げて節電 46 空調・照明・ＯＡ機器に係る節電及び節水 ３.０ ３.１ ３.１ ・電気､ｶﾞｽ､灯油､の使用量
化の防止 対策を行う。 に学校全体で取り組む。 は減。紙､水の使用量が贈。

【評価分野】６ 開かれた学校作り

H25評価 H24
評 価 項 目 目 標 具 体 的 方 策 成 果 と 課 題

前 総 総
期 括 括

（１）保護者と 生徒に関する情報 48 生徒の状況について、学校と保護者が緊密 ３.２ ３.２ ３.１ ・保護者宛の文書はﾒｰﾙ配
の連携 を相互に提供す に連絡を取り、連携を図る。 信ｼｽﾃﾑでも配信して確実な

る。 情報伝達に努めた。
・来年度のPTA総会は日曜

ＰＴＡ活動の活性 49 ＰＴＡ活動に積極的に参加・協力して、Ｐ ３.２ ３.４ ３.２ 日の午前中に開催し、地区
化を図る。 ＴＡ活動を支援する。 PTAを取りやめる。

（２）地域や関 学校方針や具体的 50 学校の方針や教育活動について、ホームペ ３ .０ ３.３ ２.９ ・学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞは担当者の
係機関との 教育活動について ージなどを通じて適切な情報を地域や関係 尽力により、新情報を随時
連携 情報を提供する。 機関にタイムリーに提供する。 掲載して、更新を図ってお

り、保護者の評価も高い。
他校や異校種との 51 近隣の中学校・高校と情報交換や連携に努 ３ .０ ３.０ ２.９ ・学校外の教育力をもっと
必要に応じた効果 める。 活用して、生徒にさらに刺
的な連携を行う。 激と感動を与える機会を設

ける必要がある。
外部講師の招聘を 52 積極的に外部講師を招いて講演や講座を開 ３.１ ２.９ ３.２ ・佐世保市内と本校を繋ぐ
行う。 催し、教育効果を高める。 ﾊﾞｽ路線が来年度運行する。

H25前期 ３.０２ H25後期 ３.０５

H24前期 ２.９６ H24後期 ２.９４


